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（論文審査の要旨) 
  
中蔵聡哉君の博士論文は、Telexistence の普及を目標とした視聴触覚情報のインターネット転送と題したもの
で、全部で９章から構成されている。Telexistence は、遠隔地に代理の身体を準備し、それを自由に操縦できるよ
うにする。さらに、代理の身体が得た感覚情報を操縦者にフェードバックすることによって、高い臨場感のもと、
あたかも遠隔地に自分が存在するかのように身体活動を可能にする技術である。この基礎技術は研究室内でそれな
りに確立してはいるものの、現場での利用例はほとんどない。インターネットは理想的な通信媒体ではないため、
遅延や、遅延の時間的な変化であるジッタがある。また、パケットの損失も発生するため、研究室内の装置を単に
インターネットで接続しただけでは実用には耐えられないためである。本論文はこのロボット技術とネットワーク
技術のギャップを埋めることを目指している。 
 
中蔵君の博士論文では、第１章の序章に続き、第２章では今日の Telexistence システムとして Telexistence シ
ステムの現状や研究について概説し、第３章ではクロスモーダルの認識として、視覚・聴覚、視覚・触覚、聴覚・
触覚の３パターンについて、感覚信号のずれが与える影響に関して、既存の研究を紹介し、第４章ではインターネ
ットの現状について、Telexistenceシステムに影響がある面について概説している。 
 
これらの既存研究を踏まえ、本論文では、操縦者と遠隔地の間の通信を Telexistence のために設計した通信エ
ンジン経由で実施することにより、一定の範囲内ではあるが、インターネットに関連する問題を閉じ込めることが
できる。そのため、ロボット研究者はインターネットを意識することなく、実用的な Telexistence の研究開発を
可能にすることを提案している。第５章ではこの通信エンジンの各種要件について定義し、それに続く第６章で通
信エンジンの設計について、特にジッタや感覚信号の同期などの課題を解決する手法に関して論じている。次の第
７章ではこの通信エンジンについて、Telexistence の観点での有用性に関する評価を行っている。同期問題に関し
ては、エンコード・デコードによる処理のため映像信号が一番遅れるため、触覚情報は遅延を加えることで同期で
きる他、ジッタやパケットロスに関する影響も評価している。また、実地の Telexistence の利用では、LTE など
の移動通信サービスの利用が想定されるが、複数の通信キャリアのサービスを並列に利用することによって、ジッ
タやパケット損失に関して高い可用性があることも示している。引き続き第８章で Telexistence の普及に向けた
活動について紹介し、最後の第９章で研究をまとめている。 
 
中蔵君の博士論文は、Telexistence の研究者にも、ネットワークの研究者にも、他方の専門知識がなくても理解
できるように記述されており、この両方の研究領域の溝を埋める重要な貢献であると考えることができる。彼の提
案する通信エンジンは、標準化されている技術のみを使っており、各種環境に適合できる他、商品として販売され、
サポートも受けることができるため、産業界への貢献も期待されている。以上の点を鑑み、この博士論文は、博士
（メディアデザイン学）の学位論文として十分な価値を有するものと認める。 
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2017 年 7 月 25 日 10:45～12:15、予備口頭試問審査会が協生館 C3S01 教室において開催され、審査の結果合格 
した。予備口頭試問審査委員：砂原秀樹君、加藤朗君、南澤孝太君 
 
2018 年 6 月 22 日 10:00～12:00、博士論文公聴会が協生館 C3S01 教室において開催された。公聴会終了後、 
同教室で博士論文審査会が開催され、全会一致で合格を決した。なお、公聴会出席者は以下の通りであった： 
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